
理工系分野における女性の活躍促進事業 【和歌山県】

○「和歌山県労働条件実態調査」（R3年度実施）において、管理
職に占める女性割合を産業別にみると医療、教育は５割弱となって
いるが、他の業種では１割前後であり、特に「電気・ガス・熱供給・水
道業」「建設業」「製造業」等の理工系分野が低い状況である。

○女性に理工系分野を身近に感じてもらい、人生の選択の幅を広げる
ための取組が必要。

地域の実情と課題

〇女性活躍企業同盟
【アドバイザー】県商工会議所連合会、県商工会連合会、県経営者

協会、和歌山イコール会議、連合和歌山女性委員会

連携団体

○目標とする参加者数に達しなかったことから、広報においてイベントに
参加することでどのような恩恵があるのかを具体的にしたり、学校への
周知方法の見直しが必要。

今後の課題

○産官学連携を果たすとともに、STEMGirlsAmbassadorsによる講
義もプログラムに入れることができたため、参加者にとってまたのない機
会を提供できた。

○終了後アンケートでは、今回のバスツアー開催目的であった今後の
進路選択に活かせたかという設問において、9割が活かせたと回答。

事業の効果

目的：理工系企業の女性技術者・研究者や女子大学生などのロー
 ルモデルと交流し、かつ工場見学したり実験を体験できるイベン
 トを開催することによって理工系分野を身近に感じてもらい、人
 生の選択の幅を広げてもらう。

目標：バスツアー参加者数 30名（実績：20名）

目的・目標

○県内理工系企業と大学を回り、ロールモデルである女子大学生、
女性研究者や技術者との交流及び企業での本社、工場見学を
通じ、理工系分野を身近に感じてもらえるような機会を提供。

○内閣府男女共同参画局が実施する「理工チャレンジ事業」の１取
組「夏のリコチャレ」に参画し、STEM Girls Ambassadorsを活用。

事業の特徴

個別事業費 １６１ 千円

交付金額 ８０ 千円

事業番号 ３



（目的）「学ぶ分野」と「実際の職業」とのつながりを知ってもらう事や、
理工系分野で活躍する女性ロールモデルとのふれあいを目的
とした。

（開催日）2024年8月2日（金）

（参加者）和歌山県在住の中高生（２０名）

（内容）菱岡工業株式会社と和歌山大学を訪問。
加えて内閣府STEMGirls Ambassadorsの阿部玲子さん
による講演会を開催。

事業の概要

実施概要

菱岡工業の社長さんや現役女子
大学生、阿部玲子さんなどの普段
聞くことができない人から人生や経験、
アドバイスが聞けて良かった。

大学で理系にすすんだとき、
就職先にどのようなものあるかは
想像できなかったので、今回のツアー
は自分の将来を考えるいい材料に
なった。

ツアーの様子参加者の声
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